
3.精巣に対する温度の影響 :A.前年度に実施

した8歳雌の人為的潜伏精巣について更に検索

を進めた｡不妊期の精巣の対照では初期の精祖

細胞と2種のセルトリ細胞,結組紙には間細胞,

筋様細胞,血管,腰原線維がみられた｡同じ50

日間にわたる腹腔内潜伏精巣では上記の細胞の

細胞膜は消失し核のみが残って集合し漸次謬原

線維におきかわった｡しかし以上の変化には領

域的相違がみられた｡ B,成体,雄で1側の

精巣摘出すると残存の精巣は著しく膨大し,級

精管も太くなり顕著な精子形成がみられた｡繁

殖期に30日間の潜伏後,精巣は約hとなり,細

精管も萎縮し管内の精細胞は消失し,稀にセル

トリ細胞核が残り管外側の基礎膜の厚化がみら

れた｡なお行動は横暴から,術後極度に従J脚こ

なった｡

噸ニホンザルにおける高プロラクチンの性機

能に及ぼす影響

(下垂体門脈切断動物の作成)

田村 貴(自治医)

大島 清 (京大･霊長研)

孜々は53年度研究に於いて高pRL血症の雌性

性機能に及ぼす影響を知るためサル下垂体門脈を

切断し苗pRL血症動物を実験的に作成する方法

を報告した｡即ち手術方法としてTemporalLo･

bectomyによってトルコ軟及び下垂体門脈に app･

roadlL,これを切断する術式である｡然るに門

脈切断は必然的に術後下垂体後葉ホルモンである

ADHの欠落を生じ,その結果大量の水,電解質

の喪失に至る｡そこで術后補液によってこれら水,

電解質を補わない限り,動物はその生命を維持で

きない｡しかし術后動物をMonkeychairにセッ

トし点滴補液を行うことは大きな外科的侵襲に加

え,術后衰弱した動物に更に大きなストレスを追

加することであり,したがって53年度までの研究

では良好な動物の術后経過を得ることはできなか

った｡然るに本年度我々は我々は以下に述べる如

き術后補液可能な,(》動物の固定法(麻酔箱の考

莱)によって補液ばかりでなく採血により,②血

中乍屯節男を測定し,これにアンバランスがあれば

これを補正し,③導尿カテにより尿量を測定して

水の収支を管理し,④更に副腎皮質,甲状腹板能

代位のため,これら製剤を投与した等により,良

好な術后経過を得た｡一例を示すと,術直后より

動物をプラスチック製の箱に入れ,G-0-Fで
浅く麻酔し点活路を確保したO術直後より尿量は

増加し2日目には術前日の10倍(650mC)に適し

たので,これら水を乳酸リンゲルで補った｡一万,

多尿により血清Kも低下し,2日目には3.5mEg

/∫(術前日は5.1mEg/∫)に低下したのでこ

れを補ったところ,動物は自ら摂食を開始した｡

術后3日目より毎日維持量としてハイドロコート

ン5.OJg.又豚甲状腺粉末2呼(径口)を与えた｡

その結果,動物は活発な行動と食欲を示した｡今

后は,この動物の内分泌環境と卵巣機能の変化を

観察したい｡(本研究に就いては自治医科大学脳

神経外科岩佐英明博士より多大な御援助を頂いた

ことを記して感謝の意を表します)0

ニホンザルにおける社会行動の発達

-とくに同年齢のペア間相互交渉の

変化過程を通してみた-

高橋たまき(日本女子大･一･般教育)

伊藤英夫 (早大･文)

人間と同様にサルも群の中で社会行動を発達さ

せていくが,この社会行動の発琴はサルの生存と

適応にとって重要な意味をもつと考えられる｡今

回はニホンザル未成体の社会行動について基本的

な発達を調べる目的で,観察時に2頭ずつの同年

齢69のペアをつくり,3週間にわたって相互交

渉の変化過程を検討した｡

方法 ;①被験体-0歳,1歳および2歳のニホ

ンザル各々4頭(2ペア)ずつ｡ ⑨観察期間一

昭和朗年8月6日～24日(各ペアについて全9回)0

③観察手続一霊長研心理学実験室のプレイルーム

にペアの2頭を同時に入れ,1回につき10分間ず

つ観察した｡

結果 ;相互交渉行動(他の全般的行動も含む)

は,テープコーダーへの録音とVTRへの録音･

録画より,予め定められたカテゴリーに従って分

類･分析された｡その主な結果を年齢毎に示せば

以下のようである｡

0歳 - 1)Stereo中suckingが比較的多くみら

れる｡ 2)時期の経過による変化が大きい｡

すなわち,①第1週目にはsitting,walkに加
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えてlieも多いが,耶8i四日にはlieは殆んどみ

られず,walkが糊加する｡ ⑬邦Iiq目は,

Cooperationは少ないが次郡に増加する｡矧 こ

レスリングが多くなる｡ 8)相手を ｢じっと見

る｣方が ｢ちらっと見る｣より多い｡

1誠 一 1)Stereoが多い｡特にaut0-grasping

が多い｡ 2)Locomotiveは殆んどがsitting

で活動丑が少ない｡ 3)coo･Callが多く生起

している｡ 4)Explorationのvisual(周囲

をキヨロキPP見る)が多い. 5)Coopera･

tionは殆んどみられない｡

2歳 - 1)Locomotive申 walk,runが多く活

動虫が多い｡ 2)物に対する関わり(特に,

oial)が多い｡ 3) ｢ちらっと見る｣が多く,

｢じっと見る｣等の祝緑固定が少ない｡

4)Contact,Cooperationが0歳,1歳より琉

繁にみられる｡

尚,プレイルーム内の移動距離については,0

歳では観察当初小さく第3週目にかけて次矧 こ増

加し,2歳では当初より大きく,1歳では終始小

さかった｡

血中性ホルモンの人為制'dによるニホンザル

のゴナドトJlビン分泌勅頂の解析

井上昌次郎

(東京医歯大･医用器材研)

本研究の目的は3つある｡

1.脳下垂体によるゴナドトロピン分泌と生放映

による性ホルモン分泌とは,閉回路による相互依

存性があるため,経時的な解析が難しい｡そこで

生殖腺除去により性ホルモンの脳一脳下垂系への

フィードバックを断ち,代りに注入ポンプで既知

穴の性ホルモン(エストラジオール)を連続的に

血中に供給する｡こうして性ホルモン入力に対す

るゴナドトロピン出力のダイナミクスを解析する｡

2.生筋腹がただちに注入ポンプに置換されたと

きと性ホルモンが長期間血中に欠如する状だ削こあ

ったときとでは,性ホルモン入力に対する脳一脳

下垂体系の応答は異なるはずである｡そこで,坐

如腺除去の正後,5週後および12退後の8回にわ

たって注入を試み,血中ゴナドトロピンmを比較

する｡

3.ニホンザルには明瞭な繋煎季節がある｡この

リズムが中枢性の調節下にあることが明らかにさ

れているから,泣入実験の時期によって紡架が舛
なるであろう｡エストラジオール注入に対すろL

Hサージ誘発を拍t,Ttとして比較したい｡不妊1mの
8月,交Fa糊開始の9月,それに兜机朋たけなわ

の11月に分けて注入実験を試みろ｡

5歳の雄が3頭提供されたので,frln!除去を19
79年8月6-7日に行い,1分当たり69ピコグラ

ムのエストラジオールを13日まで注入したのが,

第1回の実験である｡第2,3回はそれぞれ9月

10-15日と10月31日～11月6日に行った｡1日4

回6時間間隔で,静脈血を採取し,血清を凍結保

存してある｡ラジオイミュノアッセイによるゴナ

ドトロピン定見は現時点では終了してないので,

結果については報告するに到っていない｡

設定拝厨4.

宜長頬の系統 ･種分化 ･種 の特性

に関する研究

サルの粗枚靖合性抗原の研究

一系統発生的ならびにDR抗原の検討一

天野栄子(宋京医大)

前年度までの研究によりヒト組械遜合性抗原 (

HLA)とサル組枯適合性抗原 (MLA)との問

に一部共通抗原のあることを明らかにしたので,

本年度はMLAの分流をさらに解析し,MLAの

遺伝的背景及び両者の系統発生的な関係をlysos･

trip法を用いて検索した｡またサルのB細胞抗原,

特にDR抗原とヒトのそれとの関係についても検

討した｡

サル.)ンパ球81,サル同種免疫血WT138,只柾免

疫血約28.抗HLA-A,B血WJ90,抗HLA-

DR血約60を用い,cytotoxicitytestはNIH法
に従った｡lysostrip法はMayaRanらの方法に

よった｡サルリンパ球は,E-rosette形成細胞(

T細胞 )と懲光抗体法による免疫グロプ1)ン保有

細胞(B細胞 )に分類した｡

今回までに作製したサル同種免疫血桁を推計学

的に解析したところ,α系4種の抗原の存在が示

唆された｡これを確認すろ目的でさらに免疫を行

い,標準抗α1血清との相関係数r0.7及び0.5
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